
  
 

日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

附
則
第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
は
、
国
会
が
、
同
項
に
規
定
す
る
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
の
改
正
案
の
原

案
に
つ
い
て
審
議
し
、
日
本
国
憲
法
の
改
正
の
発
議
（
日
本
国
憲
法
第
九
十
六
条
第
一
項
に
定
め
る
日
本
国
憲
法
の
改
正
の

発
議
を
し
、
国
民
に
提
案
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。 

  


